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儲
け
の
ヒ
ミ
ツ

■
政
治
家
は
経
営
者
で
は
な
い
。
豊
さ
は
自
ら
勝
ち
取
れ

　
物
価
上
昇
（
イ
ン
フ
レ
）
に
賃
金
が
追
い
つ
か
な
い
実

質
賃
金
減
少
が
６
ヶ
月
も
続
く
。
多
く
の
国
民
が
生
活
の

厳
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
は
ず
だ
。
各
政
党
も
物
価
高
対

策
を
提
言
し
て
い
る
。
消
費
税
廃
止
や
減
税
。
給
付
金
の

支
給
等
々
。
し
か
し
経
営
の
視
点
か
ら
言
う
と
、
全
て
愚

策
。
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
６
０
０
兆
円
。
赤
字
国
債
が
１
２

０
０
兆
円
。
企
業
に
例
え
る
と
年
商
の
２
倍
の
借
入
金
が

あ
る
と
言
う
こ
と
だ
。
そ
こ
に
臨
時
ボ
ー
ナ
ス
を
出
す
企

業
な
ど
あ
り
得
な
い
。
そ
の
局
面
を
打
開
す
る
唯
一
の
方

法
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り
の
社
員
が
危
機
感
を
強

く
持
ち
生
産
性
向
上
を
急
ぐ
こ
と
だ
。
政
治
家
は
国
民
受

け
す
る
美
し
い
言
葉
を
並
べ
本
質
を
理
解
し
て
い
な
い
。

薄
っ
ぺ
ら
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
よ
り
た
ち
が
悪
い
。

■
９
月
以
降
の
経
営
環
境
は
こ
う
な
る

　
戦
争
、
気
候
変
動
、
ト
ラ
ン
プ
シ
ョ
ッ
ク
で
目
ま
ぐ
る

し
く
世
界
が
動
い
て
い
る
。
先
の
見
え
な
い
不
透
明
な
時

代
。
９
月
以
降
の
経
営
環
境
は
こ
う
な
る
。

①
ト
ラ
ン
プ
関
税
で
大
企
業
の
収
益
は
大
幅
に
落
ち
込
む

②
資
材
、
人
件
費
上
昇
は
今
後
も
続
く
。
値
上
げ
が
出
来

　
な
い
企
業
の
業
績
は
著
し
く
悪
化
す
る

③
最
大
の
経
営
課
題
は
人
の
確
保
と
生
産
性
向
上

④
今
後
商
品
開
発
、
新
規
開
拓
、
新
規
事
業
を
強
化
し
な

　
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い

そ
れ
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
経
営
幹
部
の
責
務
。

■
こ
ん
な
経
営
幹
部
の
存
在
が
収
益
を
好
転
さ
せ
る

　
収
益
の
差
は
経
営
幹
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
差
に
よ

る
所
が
大
き
い
。
収
益
改
善
、
収
益
向
上
の
た
め
に
経

営
幹
部
が
実
践
す
る
具
体
策
は
次
の
６
点
。

１ 

．

人
間
力
が
弱
い
と
顧
客
第
一
主
義
は
実
現
で
き
な
い

 
 

こ
れ
か
ら
先
、
更
に
Ａ
Ｉ
化
が
進
む
。
自
動
運
転
や

空
を
飛
ぶ
車
も
も
は
や
時
間
の
問
題
。
弁
護
士
、
税
理

士
、
公
認
会
計
士
と
言
っ
た
士
業
も
Ａ
Ｉ
に
一
部
仕
事

を
奪
わ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
Ａ
Ｉ
に
も
弱

点
は
あ
る
。
そ
れ
は
感
情
や
共
感
が
伝
え
ら
れ
な
い
こ

と
だ
。
心
を
伝
え
る
こ
と
は
人
間
に
し
か
で
き
な
い
。

顧
客
フ
ァ
ー
ス
ト
、
顧
客
第
一
主
義
は
Ａ
Ｉ
に
は
不
可

能
。
本
当
の
意
味
で
の
人
間
力
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
。

２ 

．

プ
レ
ー
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
甘
や
か
す
な

　
経
営
幹
部
は
プ
レ
ー
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
ど
の

様
な
指
導
を
し
て
い
る
か
で
業
績
に
大
き
な
格
差
が
生

じ
る
。
ダ
メ
リ
ー
ダ
ー
が
必
ず
言
う
言
葉
が
あ
る
。

「
忙
し
く
て
部
下
の
面
倒
を
見
れ
ま
せ
ん
」
と
。
そ
れ

は
完
全
な
る
言
い
訳
。
部
下
を
育
て
た
い
と
想
う
愛
情

に
欠
如
し
て
お
り
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
な
だ
け
で
あ
る
。

３
分
程
度
の
チ
ョ
ッ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
気
に
な
っ
た

こ
と
を
メ
ー
ル
や
電
話
で
確
認
す
る
。
報
連
相
強
化
で

創
刊
よ
り
２
８
年
（
第
１
号
１
９
９
６
年
１
０
月
）

国
吉
拡
の
実
例
中
心
経
営
情
報
ニ
ュ
ー
ス

　
経
営
環
境
悪
化
は
必
至
。
業
績
は
経
営
幹
部
で
決
ま
る
‼

ワンポイントトーク【 経営幹部は自らの役割と責務を認識して動け！ 】

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
情
報
共
有
す
る
。
プ
レ
マ
ネ
の
レ

ベ
ル
が
上
が
ら
な
い
と
若
手
社
員
が
育
っ
て
来
な
い
。

３ 

．

基
礎
力
高
い
組
織
が
成
果
を
上
げ
る

　
基
礎
工
事
が
な
い
と
家
は
建
た
な
い
。
基
本
が
身
に
つ

い
て
い
な
い
の
に
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
は
無
理
。
し
っ
か
り

結
果
を
残
す
組
織
は
や
は
り
基
礎
が
し
っ
か
り
身
に
つ
い

て
い
る
。
い
く
ら
経
営
幹
部
が
檄
を
飛
ば
し
て
も
「
基
礎

力
」
が
弱
い
組
織
は
何
を
や
っ
て
も
中
途
半
端
に
終
わ
る
。

組
織
に
お
け
る
「
基
礎
力
」
と
は
①
ベ
ク
ト
ル
合
わ
せ
②

社
会
人
と
し
て
の
常
識
③
５
Ｓ
（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、

清
潔
、
躾
）
④
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
。

４ 
．

人
間
性
に
問
題
あ
る
人
物
は
リ
ー
ダ
ー
に
登
用
す
る
な

　
頭
脳
明
晰
、
仕
事
は
キ
レ
ッ
キ
レ
ッ
。
常
に
目
標
達
成
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
が
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
で
は
な
い
。
能
力

の
前
に
人
間
性
が
ど
う
で
あ
る
か
だ
。
会
社
批
判
を
繰
り

返
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
常
習
犯
。
酒
癖
が
悪
い
。
お
金

に
ル
ー
ズ
。
こ
の
様
な
タ
イ
プ
は
い
ず
れ
大
き
な
問
題
を

起
こ
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
言
う
人
間
性
と
は
素
直
、
誠
実
、

ウ
ソ
を
つ
か
な
い
。
そ
し
て
知
性
、
品
格
。
誰
よ
り
も
向

上
心
が
あ
り
自
分
に
も
厳
し
い
。

５
．

ド
ロ
臭
い
実
践
こ
そ
最
強
の
競
争
力

 
 

高
収
益
企
業
の
共
通
点
だ
。
例
え
ば
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し

た
情
報
収
集
は
誰
に
で
も
出
来
る
。
し
か
し
足
で
稼
い
だ

情
報
は
誰
に
で
も
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
読
ん
で
字
の

ご
と
く
情
に
報
い
る
こ
と
が
情
報
。
こ
れ
を
古
く
さ
い
、

昭
和
の
や
り
方
と
否
定
す
る
企
業
程
、
業
績
は
上
が
ら
ず

だ
。
仕
組
み
で
勝
ち
人
で
圧
勝
。
い
つ
の
時
代
も
売
上
に

直
結
す
る
情
報
は
ド
ロ
臭
さ
の
先
に
あ
る
も
の
だ
。

６ 

．

目
標
を
達
成
す
る
に
は
３
つ
の
ス
ピ
ー
ド
が
鍵

 
 

ネ
ッ
ト
時
代
の
到
来
で
売
れ
筋
サ
イ
ク
ル
は
一
段
と
速

く
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
決
め
る
ス
ピ
ー
ド
。
行
動
に
移
す
ス
ピ
ー
ド
。
結

果
を
上
げ
る
ス
ピ
ー
ド
が
３
つ
の
ス
ピ
ー
ド
だ
。
こ
れ
が

商
品
開
発
ス
ピ
ー
ド
、
新
規
開
拓
ス
ピ
ー
ド
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
ス
ピ
ー
ド
対
応
が
実
践
で
き
れ
ば
価
格
競
争
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
大
幅
に
減
少
す
る
。

■
経
営
幹
部
の
レ
ベ
ル
で
業
績
は
決
ま
る

　
経
営
幹
部
と
は
取
締
役
、
役
員
、
執
行
役
員
、
部
長
ク

ラ
ス
。
こ
の
ク
ラ
ス
に
な
る
と
ヤ
ル
気
の
な
い
人
間
は
存

在
し
な
い
は
ず
だ
。
む
し
ろ
器
、
能
力
と
言
っ
た
所
に
差

が
出
て
く
る
。
「
天
才
は
有
限
、
努
力
は
無
限
」
往
年
の

名
ラ
ン
ナ
ー
、
瀬
古
利
彦
選
手
を
育
て
た
中
村
清
氏
の
言

葉
。
名
刺
に
書
か
れ
て
い
る
役
職
の
重
み
と
責
任
を
今
一

度
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
　
　
　
（
株
式
会
社
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
　
国
吉
拡
）

 
 


